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Ｑ１. 安全振興会設立の趣旨を説明してください。  
 

学校管理下の事故による災害に対する共済制度としては、独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「日

本スポーツ振興センター」）が見舞金や治療費の給付を行っていますが、その額は社会通念上必ずしも十分とは

言えません。死亡や障害などの大きな災害は、本人並びに家族にとって精神的、経済的負担は計り知れないもの

があります。また、時には災害をめぐって保護者と学校間あるいは保護者同士で、賠償問題等のトラブルが起きる

という不幸な事態に至ることもあります。この救済処置については、学校の過失の有無の論議よりも当事者の早急

な救済が何よりも重要であることから、県立高等学校ＰＴＡ連合会と県立高等学校長会が県教委の助言を得て

安全振興会を設立しました。以来日本スポーツ振興センターの給付金の不足を補い、保護者の負担を軽減し、

災害をめぐる様々な問題を解決しながら、共済事業を中心に活動してまいりました。しかし、平成１７年には保険業

法が改正されたため、従来の事業の実施方法では、その継続が出来なくなりました。このような状況に対し、神奈

川県をはじめ全国のＰＴＡや県立高等学校長会の後押しがあり、平成２３年に「PTA・青少年教育団体共済法」が

成立し、これに基づき事業の継続が可能となりました。そこで、神奈川県教育委員会より、平成 24 年 4 月 20 日

付で共済事業が認可され、平成 25 年度より見舞金給付事業は、県教育委員会の監督の下に共済事業とし

て継続実施しております。全国的に見ても模範とされるような健全な運営で今日に至っております。 

 

Ｑ２. 設立後の歩みはどうなっていますか。  
 

昭和５２年 ６月 県教育委員会の指導を受けながら県立高等学校長会の協力を得て、県立高等

学校ＰＴＡ連合会の内部組織として「神奈川県立高等学校災害共済会」が発足。 

昭和５６年 ４月 公益法人としての設立が許可され「財団法人神奈川県立高等学校安全振興会」

として県立高等学校ＰＴＡ連合会から独立した組織として発足。発足当時の状況

は加入校 １３０校（全日制１２２校、定時制８校）  会員数 １２５,５２０人 

平成５年 ７月 県立全日制高校全１６５校の加入を達成。 

平成７年 ４月 通信制の加入を認める。 

平成８年 ４月 県立盲・ろう・養護学校の加入を認める。養護学校３校が初めて加入。 

平成１８年 ６月 県立定時制高校１９校全校加入を達成。 

平成２１年 ４月 県立中等教育学校の加入を認める。 

平成２２年 １０月 財団創設３０周年記念式典挙行。 

平成２４年 ４月 神奈川県教育委員会より「PTA・青少年教育団体共済法」に基づく共済事業が認

可される。 

平成２５年 

 

平成２９年 

12月 

 

３月末 

一般財団法人に移行し、団体名称を一般財団法人神奈川県立高等学校安全振

興会に変更した。 

加入校１６３校（全日制１３９校、定時制２１校、通信制１校、中等教育学校２校） 

会員数 127,321人 

 

 

Ｑ＆Ａ 
の形で 安全振興会 

ご説明します。

について 
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Ｑ３. 役員や運営はどうなっていますか。 

安全振興会は、県立高等学校ＰＴＡ連合会と県立学校長会の 

現役員と役員OBが中心となって、評議員会や理事会などを 

組織して運営しています。 

また、財産管理・役員人事・事業内容・年度末会計等について、 

監督官庁である県教育委員会の指導監督を受けて、運営の万全を期しています。 

(1) 評 議 員 １１名（県立高等学校ＰＴＡ連合会副会長 ３名、県立学校長会副会長 1名、学識経験者とし

て県立高等学校ＰＴＡ連合会OB ３名、県立学校長会OB ４名） 

(2) 理  事 理事長以下 8名（県立高等学校ＰＴＡ連合会会長、県立学校長会会長、学識経験者として県

立高等学校ＰＴＡ連合会OB、県立学校長会OB 3名） 

(3) 監  事   ３名（県立高等学校ＰＴＡ連合会副会長、県立学校長会副会長、学識経験者とて県立高等 

学校ＰＴＡ連合会OB） 

(4) 作文コンクール選考委員6名（学識経験者として県立学校長会OB 6名） 

一般財団法人ですが、役員等は全員無報酬のボランティア活動として運営に参画しています。 

また、事務局では、事務局員３名が日常の支払い業務や通常業務を行っています 

 

Ｑ４. どんな仕事をしていますか。 
 

安全振興会は、次の３つの大きな仕事をしています。 

１． 見舞金の給付に関すること 

学校管理下の災害に対し、各種の見舞金の給付を行っています。 

２． 学校安全の普及充実に関すること 

災害を未然に防ぐために、生徒の安全意識の高揚、安全な生活環境整備に必要な各種の事業を行っています。 

３． 修学奨励金の給付に関すること 

学資の支弁が困難な生徒に対し、修学奨励金を給付しています。 

 

Ｑ５. 「学校安全の普及充実」に関してどんなことをしていますか。 
 

災害が発生してから被害者を救済するということも大切ですが、その前に事故に遭わない、事故を起こさないとい

うことが、より大切なことは言うまでもありません。安全振興会では生徒の安全意識の高揚、安全な生活環境の整備

をめざして、次のような事業を行っています。 

1． 広報活動 

(1) 『安全振興会報』の発行 

年２回（９月、２月）『安全振興会報』を発行しています。 

本会の事業内容の紹介や安全に関する情報提供に 

努めています。 

(2) 『安全振興会のご案内』の発行（12月発行予定） 

新入生の保護者や全会員を対象に、本会の趣旨や事業を紹介しています。表紙には、県立高等学校ＰＴＡ

連合会の広報紙コンクール安全振興会特別賞に入賞した写真を使用しています。平成29 年度は、県立神奈

川工業高等学校PTA広報紙の表紙の写真を使用しました。 

また、この『安全振興会のご案内』は県立高等学校ＰＴＡ連合会地区大会や県立高等学校等交通安全教育

推進協議会と県立高等学校ＰＴＡ連合会が主催する地区交通安全高校生・ＰＴＡ大会など、さまざまな集会で

配付して安全振興会の理解の一助としています。 

 

 

役員や運営に 

ついてです。 

大きく３つの 

仕事です。 

「学校安全の普及充実」 

も重要な事業です。 
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2． 安全推進月間の実施 

11月を安全推進月間に指定し、安全の推進に係る事業を集中して実施しています。 

(1) 作文コンクール  

県立高等学校、中等教育学校及び特別支援学校高等部の生徒から、安全に関する作文を募集し、最優秀

作品の2編については、「安全振興会のご案内」、「安全振興会報」に掲載しています。 

【平成 29 年度募集（予定）】 

○ 募集要項・ポスター配付   7 月初旬 

○ 募集締切         10 月下旬 

（参考 １）過去５年間の応募状況 

年  度 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平成 28 

学 校 数  25 18 16 21 14 

応募編数 748 721 500 607 870 

参考 ２）平成 28 年度作文コンクール応募校 

     神奈川総合 瀬谷西 二俣川看護福祉 横浜清陵総合 磯子工業 多摩 麻生総合 

 追浜 高浜 二宮 平塚農業 伊勢原 吉田島総合 大和西       

(2) ポスターコンクール 

県内の高校生から作文コンクール作品募集と安全推進 

月間キャンペーン用のポスター原画を募集。 

実施を県高等学校文化連盟美術・工芸専門部会に委託し 

本会にて審査をしています。最優秀作品をＢ１版ポスター 

に作成し、各学校に配付しています。 

               （ 平成 28年度の最優秀作品です ⇒ ） 

 

3. 補助事業 

生徒の安全と健康に関わる次の事業に補助金を交付しています。 

平成 29 年度の補助事業交付金は次の通りです。 

№ 名 称 対 象 団 体  交付額 

１ 高Ｐ連交通安全運動事業 県立高等学校ＰＴＡ連合会 198 万円 

２ 高Ｐ連安全啓発事業 県立高等学校ＰＴＡ連合会 27 万円 

3 
関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会 

神奈川大会 
県立高等学校ＰＴＡ連合会 300 万円 

4 

交通安全教育推進運動「スタートかなが

わ」を中心とした交通安全運動の展開と

交通安全教育に係る指導方法の研究 

県立学校長会 343 万円 

5 高文連安全対策事業 県高等学校文化連盟 50 万円 

6 高体連安全対策事業 県高等学校体育連盟 10 万円 

7 
定時制通信制高校における安全･健康の
あり方に関する研究 

県立高等学校定時制通信制教頭会 30 万円 

 

4. 委託事業 

 学校安全の普及充実のための事業を平成 29 年度は次の通り委託しています。 

   安全振興会ポスター原画募集事業（ポスターコンクール） 

   対 象 団 体  県高文連美術・工芸専門部会 

   委 託 金  15 万円 
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Ｑ６. 加入はどうなっていますか。 

安全振興会設立の趣旨のところでご説明したように、あってはならない災害が万一発生した場合に、当事者の早

急な救済が何よりも重要であることから、県立高等学校ＰＴＡ連合会が中心になって設立したのが安全振興会です。  

任意加入が原則ですが、全県立高校（全日制１３９校、定時制２１校、通信制１校）及び中等教育学校２校が加入

しております。どんなに注意しても不測の災害は発生することがありますので、やはり加入しておくのがよいのは言う

までもないことでしょう。 

安全振興会への加入は、保護者が個人で加入手続きを行うのではなく、学校単位で安全振興会に団体加入の手

続きを行うことになっています。 

平成 25年度より、保険法の定めにより共済契約者（PTAの代表者（PTAが組織されていない学校等にあっては、

当該学校の長。））は前年度中に本会への加入・更新を申請していただくことになりました。この場合は当該年度当

初から共済期間となります。共済契約者は、当該年度 6月 20日までに、生徒名簿を添えて、会費を本会に振り込ん

でいただきます。 

 

 

Ｑ７. 会費はいくらですか。 
 

会費は、共済掛金（純掛金＋付加共済掛金）と一般会費の合計です。 

      会費額 

学校・課程 

会費内訳※1 
合 計 

純掛金 付加共済掛金 一般会費 

高等学校 ※2全日制 702円 378円 120円 1,200円 

      定時制 351円 189円 60円 600円 

       通信制 105円 57円 18円 180円 

中等教育学校 702円 378円 120円 1,200円 

※1 会費内訳は、平成29年度。 
※２ 「高等学校」には特別支援学校高等部を含む。 

〔注〕共済掛金については、毎年度見直すこともある。 

（使途） 

・純 掛 金： 見舞金の給付 

・付加共済掛金： 見舞金給付に係る経費、安全普及啓発事業及びその経費 

・一 般 会 費： 修学奨励事業及び共済会計以外の管理費、供花料 

途中加入の場合は、共済契約期間の終期までの月割計算した共済掛金（純掛金＋共済掛金）と一般会費（年額）

の合計額となります。 

途中退会の場合は、当該共済契約期間終期までの月割計算した共済掛金（純掛金＋共済掛金）から手数料（500

円）を差し引いた額を返還します。ただし返還額が100円未満の場合は返還しません。一般会費については返還し

ません。 

 

 

全日制で1,200円の会費で、 

種々の見舞金等が給付されます。 

加入についてです。全県立高校・中等教育学校 

１６３校に、ご加入いただいています。 

総会員数は約12万７000人です。 
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Ｑ８. 見舞金が出るのはどんな場合ですか。 
 

学校管理下で生徒に死亡、障害、負傷等の災害が発生したとき、安全振興会は保護者（会員）に見舞金を支払い

ます。「学校管理下」とは、日本スポーツ振興センター法施行令の規定に準じますが、次のような場合です。 

 (1) 生徒が、法令の規定により学校が編成した教育課程に基づく授業を受けている場合。 

 (2) 生徒が、学校の教育課程に基づいて行われる課外指導を受けている場合。 

 (3) 生徒が、休憩時間中に学校にある場合。その他学校長の指示または承認に基づいて学校にある場合。 

 (4) 生徒が、通常の経路および方法により通学する場合。 

 (5) (1)から(4)の場合に準ずる場合として、文部科学省令で定める場合。 

 

Ｑ９. 中学校の時（安全振興会加入前）に負傷し、治療が続いている場合も、 

   見舞金の請求ができますか。 
 

神奈川県立高等学校・中等教育学校入学前に発生した災害は見舞金給付の対象とはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ10. 見舞金の種類や金額はどうなっていますか。  
 

安全振興会の見舞金は、日本スポーツ振興センターの給付額を基準に支払います。見舞金の種類と金額は次の

通りです。 

 (1) 死亡見舞金 日本スポーツ振興センター給付額の70％で、最高額 1,960万円 

(2) 障害見舞金  障害見舞金とは、治療が終わっても身体に障害が残った場合に支払われる見舞金です。

障害の程度により１級から14級まであり、日本スポーツ振興センターの給付額の70％で、

最高額 1級 2,639万円～14級 57万 4千円 

 (3) 負傷等見舞金 同一の事由による災害に対する日本スポーツ振興センターの医療費給付額が 

１万５干円を超えたとき、その６０％ 

 

いずれにしても、1,080 円（全日制）の※共済掛金で死亡の場合に最高 1,960万円、１級障害の場合には最高

2,639万円の見舞金が支払われます。一般の生命保険や傷害保険と安全振興会とは組織も運営も大きく違い、簡

単には比較することはできませんが、掛金に対する見舞金の金額は他に例を見ないほどの高額になっていること

がお分かりと思います。  ※共済掛金と一般会計の合計が会費 

 

Ｑ11. その他の見舞金もありますか。 
 

この他に、本会独自の見舞金として次のものがあります。 

 (1) 供  花  料 生徒が死亡した場合、供花料として10万円を支払います。交通事故や病気による死亡な

ど、学校管理下でなくても生徒が死亡した場合に支払います。 

(2) 義歯見舞金 歯科補綴２本以下の場合１本当り５万円を支払います。（３本以上の場合は日本スポーツ

振興センターの給付額を基準に障害見舞金を支払います。） 

 (3) 特別見舞金 災害の状況により、日本スポーツ振興センターの見舞金給付の対象にならない場合があ

りますが、そのような特別な事情による死亡又は障害に対しては、審査のうえ特別見舞金

を支払うことがあります。 

見舞金には、「死亡見舞金」「障害見舞金」がありますが、多くは「負傷等見舞

金」で、スポーツ振興センター給付額が15,000円を超えた時、その60％が給

付されます。 

独自の見舞金として、「供花料」「義歯見舞金」「特別見舞金」もあります。 
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Ｑ12. 平成 28年度の学校管理下の災害統計について説明してください。 
 

集計表を掲載しました。細かい表ですが注を参照しながらご覧ください。 

(1) 表 1の右側「学校管理下」の欄を見ると、学校管理下での災害がどのような状況下で発生しているか

がわかります。学校管理下での災害は 1,653 件です。 

(2) 学校管理下の 1,653 件のうち「部活動」が 1,183 件で、学校管理下での災害全体の 71.6％です。 

(3) 学校管理下の 1,653 件のうち「授業中」が総数 209 件、そのうち体育の授業中が 207 件です。 

(4) 「部活動」と「体育」の合計が 1,390 件で、学校管理下での災害全体の 84.1％を占めています。 

部活動の顧間と体育の先生が、災害の発生という 

危険に直面して苦労しているということです。 

(5) 通学時等、学校管理下での自転車事故に起因する 

災害の申請は、昨年度は 51 件でしたが 73 件（内２件は義歯）と増加しました。 

１． 平成 28年度災害と給付状況 

【表１ 平成 28年度集計】 

 

 

平成28年度の災害と 

給付状況です。 

１年 ２年 ３年 ４年 5年 6年 件数 金額 体育 他 校内 校外 校内 校外 休日 平日

件 数 (a) 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＝ ＝ 0

金 額 (A) 0 0 0 0 0 0 ＝ 0 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

9級 0 0 2 0 0 0 2 7,700,000 0 0 0 1 0 1 0 0 0 ＝ ＝ 2

9級 0 0 1 0 0 0 1 2,695,000 0 0 1 0 0 0 0 0 0 ＝ ＝ 1

14級 0 0 1 0 0 0 1 574,000 1 0 0 0 0 0 0 0 0 ＝ ＝ 1

件 数 (b) 0 0 4 0 0 0 4 ＝ 1 0 1 1 0 1 0 0 0 ＝ ＝ 4

金 額 (B) 0 0 10,969,000 0 0 0 ＝ 10,969,000 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

301,600 1,323,500 834,600 0 0 0 6 2,459,700 0 0 0 3 3 0 0 0 0 ＝ ＝ 6

3,988,400 7,723,600 1,647,500 256,100 0 0 58 13,615,600 5 0 0 32 18 2 0 1 0 ＝ ＝ 58

8,760,100 12,297,700 4,472,100 0 458,300 160,800 177 26,149,000 16 0 8 88 46 9 0 10 0 ＝ ＝ 177

1,118,600 1,218,500 658,200 98,500 0 0 33 3,093,800 4 0 2 17 6 3 0 1 0 ＝ ＝ 33

939,600 949,700 431,500 0 0 0 27 2,320,800 4 0 1 13 8 1 0 0 0 ＝ ＝ 27

526,700 535,900 367,600 0 0 0 19 1,430,200 1 0 1 7 7 0 0 3 0 ＝ ＝ 19

648,900 267,000 397,400 0 0 0 20 1,313,300 1 0 1 6 6 3 0 3 0 ＝ ＝ 20

609,200 605,400 378,600 0 59,200 0 30 1,652,400 1 0 0 18 7 1 0 3 0 ＝ ＝ 30

455,400 177,100 172,700 0 0 0 18 805,200 1 0 0 11 3 2 0 1 0 ＝ ＝ 18

592,000 559,400 306,800 0 0 36,700 44 1,494,900 8 0 2 27 5 1 0 1 0 ＝ ＝ 44

1,734,000 1,363,400 455,900 0 21,200 24,300 150 3,598,800 15 0 2 81 38 10 0 4 0 ＝ ＝ 150

3,549,800 2,860,300 1,142,000 0 45,300 13,100 505 7,610,500 71 0 6 256 99 39 2 32 0 ＝ ＝ 505

2,464,500 2,063,800 917,600 18,500 30,800 9,700 537 5,504,900 78 2 18 258 104 46 5 26 0 ＝ ＝ 537

701 636 267 4 11 5 1,624 ＝ 205 2 41 817 350 117 7 85 0 ＝ ＝ 1,624

25,688,800 31,945,300 12,182,500 373,100 614,800 244,600 ＝ 71,049,100 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

215 178 83 2 2 1 481 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

6,625,300 6,329,900 3,154,800 149,800 4,300 38,100 ＝ 16,302,200 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

件 数 (c) 916 814 350 6 13 6 2,105 ＝ 205 2 41 817 350 117 7 85 0 ＝ ＝ 1,624

金 額 (C) 32,314,100 38,275,200 15,337,300 522,900 619,100 282,700 ＝ 87,351,300 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

2 3 1 0 0 0 6 600,000 1 0 0 4 0 0 0 1 0 ＝ ＝ 6

6 6 5 0 0 0 17 850,000 0 0 0 10 1 2 4 0 ＝ ＝ 17

件 数 (d) 8 9 6 0 0 0 23 ＝ 1 0 0 14 1 2 0 5 0 ＝ ＝ 23

金 額 (D) 500,000 600,000 350,000 0 0 0 ＝ 1,450,000 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

件 数 （e) 10 8 10 1 0 0 29 ＝ 0 0 0 0 0 0 0 1 1 6 21 29

金 額 (E) 1,000,000 800,000 1,000,000 100,000 0 0 ＝ 2,900,000 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

（ｆ） 934 831 370 7 13 6 2,161 ＝ 207 2 42 832 351 120 7 91 1 6 21 1,680

（Ｆ）33,814,100 39,675,200 27,656,300 622,900 619,100 282,700 ＝ 102,670,300

金 額

合
計

学年別

金 額

合
計

義
歯
見
舞
金

10万円 (2本）

　5万円 (1本）

合
計

供
花
料

合
計

件 数 総 計

金 額 総 計

負

傷

等

見

舞

金

300,000円以上

200,000円以上

100,000円以上

90,000円以上

80,000円以上

70,000円以上

60,000円以上

50,000円以上

40,000円以上

30,000円以上

20,000円以上

12,000円以上

9,000円以上

新規負傷件数

継続の件数

種
類

級 金額
合 　 計

新　規　の　件　数　　　（ 内　数 ）

管理下外 合

計

件

数

授業中 休
憩

部活動 諸行事 通
学

死亡

障
害
見
舞
金

3,850,000

そ

の

他

学　校　管　理　下

合
計

574,000

死

亡

見

舞

金

2,695,000
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ｆ＝ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ     Ｆ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ 

[注 1] 学年別統計の学年は災害の発生した学年。 

[注 2] 負傷等見舞金は、日本スポーツ振興センターの給付が１万５千円を超えた場合に、その60％を給付するた

め、すべての給付（「継続」を除く）は、９千円以上である。 

[注 3] この表における給付金及び件数は、平成28年度に請求のあった災害に対する給付である。 

[注 4] 「負傷等見舞金」の欄の「新規」・「継続」 

「新規」とは、当該年度に第1回目の請求のあったもの。「継続」とは、同一の災害について2回目以降に給付し

たもの（前年度以前から継続している負傷等見舞金と、当該年度において2回目以降の負傷等見舞金のこと）。 

２．災害の内訳 （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 見舞金等給付 過去１０年間の推移 

年 度 件数（件） 給付額（円) 年 度 件数（件） 給付額（円） 

19 1,343 58,061,600  24 1,950 89,842,800 

20 1,479 158,000,700  25 2,109 104,762,500 

21 1,518 70,171,500  26 2,052 83,110,200 

22 1,808 92,620,200  27 2,010 98,014,600 

23  1,754  74,385,100  28 2,161 102,670,300 

部活動と体育の授業での災害発生が、学校管理下

の災害の84％です。 

平成28年度の、総給付件数は2,161件で 

過去最高件数、総額は約1億300万円です。 

総額が約9800万円です。 

合 計

1  

1  

1  

1  

4  

合 計

骨 折 1,794

捻 挫 292 合 計

脱 臼 192 17  

打 撲 188 6  

外 傷 110 23  

膝 内 障 64

歯 牙 破 折 110

ア キ レス腱 断 裂 32 合 計

半 月 板 損 傷 128 3  

膝 靭 帯 損 傷 740 7  

足 関 節 靭 帯 損傷 160 7  

ヘ ル ニ ア 226 9  

そ の 他 174 3  

2,105 29  

内 訳 管理外管理下

【表６　供花料】

2本義 歯

合 計

0  3  

そ の 他 の 病 気

72 15

35 29

72 8

25

心 臓 系 の病 気

3  そ の 他

0  

1  

0  

7  

合 計 1,624 481 合 計 27  2  

バ イ ク 事 故

8  

6  

そ の 他 の 事 故 1  

8

88

193

8

46 9

26 6

177

44 11

85 9

75 21 1本

113 33

義 歯

上 肢 の 障 害

767 130

【表４　負傷等】

【表５　義歯】

内 訳

本 数内 訳

歯 牙 障 害

新 規 継 続

母 指 切 断 9級

内訳

【表２　死亡】

合 計

【表３　障害】

死 亡 0  

合 計 0  

内 訳 合 計 等級

9級

14級

耳 の 障 害 9級
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Ｑ13. 見舞金請求の手続きは、どうするのですか。  
 

(1) 学校管理下で災害が起きたら、まず学校が日本スポーツ振興センターに見舞金の請求を行います。保護者

（会員）は請求手続きについては学校の指示に従って下さい。 

(2) 日本スポーツ振興センターから医療費等の支払通知書が届いてから、学校が安全振興会に見舞金の支払

請求を行います。この段階では、保護者（会員）は学校の指示に従って見舞金請求用紙に必要事項を記入

して学校に提出していただきます。 

3) 学校からの請求を受けて、安全振興会は規定に従って給付額を決定し、保護者（会員）名義の口座に見舞を

振込みます。振込みを確認した後に「見舞金等支払通知書」を学校と保護者（会員）（学校を経由）の双方に

送付します。ただし、死亡見舞金及び高額の障害見舞金については、原則として安全振興会から 

学校に出向いて校長先生の立ち会いの下で保護者（会員）にお渡しすることになっています。 

 

Ｑ14. 見舞金の請求には、期限がありますか。  
 

見舞金を請求する権利は、その給付事由が生じた日から３年間請求が行われないときは消滅します。ただし、「そ

の給付事由が生じた日」とは、死亡見舞金及び障害見舞金にあっては、「日本スポーツ振興センターが死亡見舞金

（障害見舞金）を給付した日」、負傷等見舞金にあっては、「日本スポーツ振興センターの医療費給付額が１万５千

円に達した日」、義歯見舞金にあっては、「義歯を挿入した日」、供花料にあっては、「死亡した日」とします。 

見舞金が受け取れるだろうと思われるケースで、見舞金が支払われていない場合には、学校または安全振興会

事務局にご相談ください。 

 

Ｑ15. 見舞金が支払われなかったり、減額されたりすることがありますか。 
 

１ 次のようなときは見舞金の給付を行いません。 

(1) 同一の負傷または疾病に関しての給付は、日本スポーツ振興センターの医療費の給付開始後10年を経過

したとき以降は行いません。ただし、障害見舞金の給付については、この限りではありません。 

(2) 他の法令の規定により国又は地方公共団体の負担において療養、療養費の支給、補償、給付を受けたとき

は、その受けた限度において見舞金の支給を行いません。 

(3) 非常災害（風水害、震災、事変その他の非常災害であって、当該非常災害が発生した地域の多数の住民が

被害を受けたものをいう。）による災害については、見舞金給付を行いません。 

(4)  自己の故意によるときは、障害若しくは死亡に係る見舞金給付を行いません。 

２ 次のようなときは、本会は見舞金給付の一部を行わないことができます。 

(1) 第三者から損害賠償をうけたとき、その受けた価額の限度において、 

見舞金の支給を行わないことができます。 

(2) 自己の重大な過失によるときは、障害若しくは死亡に係る見舞金給付の 

一部を行わないことができます。 

３ 次のようなときは見舞金の削減・分割をすることができます。 

(1) 本会は、特別な災害その他の事由により共済契約に係る所定の見舞金を 

支払うことができない場合には、見舞金の削減を行うことができます。 

(2) 本会は、見舞金を支払うべき資金に不足が生じたため、支給額を支払うことが 

困難となった場合は、分割して支払うことができます。 

請求についてです。 

障害の等級と障害

見舞金の額につい

ては、次の表をご

覧ください。 
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Ｑ 16. 障害の等級と障害見舞金の額及び障害の程度を説明してください。 
 

障害の等級が示す障害の程度は日本スポーツ振興センターの規定に従います。各等級の障害見舞金

の額と障害の程度は次の表のとおりです。日本スポーツ振興センターの給付額も示しました。日本スポーツ

振興センターの給付に加えて安全振興会から見舞金が保護者（会員）に支払われます。 

（単位:千円） 

等級 
スポーツ振
興センター 

安全 
振興会 障害の程度 

1 37,700  26,390  
両眼失明、咀嚼及び言語機能喪失、神経・精神・胸腹部臓器に著しい障害で常に要介
護、両上(下)肢を肘(膝)関節以上で喪失、両上（下）肢の用を全廃 

2 33,600  23,520  
1眼失明他眼視力 0.02以下、両眼0.02以下、神経・精神・胸腹部臓器に著しい障害で
随時要介護、両上(下)肢を手(足)関節以上で喪失 

3 29,300  20,510  
1眼失明他眼視力 0.06以下、咀嚼又は言語機能喪失、神経・精神・胸腹部臓器に著し
い障害で終身労務不能、両手の全指を喪失 

4 20,400  14,280  
両眼視力 0.06以下、咀嚼及び言語機能に著しい障害、両耳聴力喪失、1上(下)肢肘
(膝)関節以上で喪失、両手全指の用を全廃、両足リスフラン関節以上で喪失 

5 17,000  11,900  
1眼失明他眼視力 0.1以下、神経・精神・胸腹部臓器障害で特に軽易な労務以外不可、
1上(下)肢を手(足)関節以上で喪失、1上(下)肢の用を全廃、両足全指喪失 

6 14,100  9,870  
両眼視力 0.1以下、咀嚼又は言語機能に著しい障害、両耳聴力耳に接しなければ大声
を解せず、1耳聴力喪失他耳普通の話声で 40センチ、脊柱に著しい変形又は運動障
害、1上(下)肢の 3大関節中の 2関節の用を全廃、1手全指又は母指含む 4指喪失 

7 11,900  8,330  

1眼失明他眼視力 0.6以下、両耳聴力普通の話声で40センチ、1耳聴力喪失他耳普
通の話声で１メートル、神経・精神・胸腹部臓器障害で軽易な労務、1手母指含む 3指又
は母指以外の 4指喪失、1手全指又は母指を含む4指の用を全廃、1足リスフラン関節
以上で喪失、1上(下)肢に偽関節を残し著しい運動障害、両足全指の用を全廃、外貌に
著しい醜状、両側の睾丸喪失 

8 6,900  4,830  

1眼失明又は 1眼視力 0.02以下、脊柱に運動障害、1手母指含み 2指又は母指以外
の 3指喪失、1手母指を含む3指又は母指以外の 4指の用を全廃、1下肢５センチ以上
短縮、1上(下)肢の 3大関節中の 1関節の用を全廃、1上(下)肢に偽関節、1足全指喪
失 

9 5,500  3,850  

両眼視力 0.6以下、1眼 0.06以下、両眼に半盲症・視野狭窄・視野変状、両眼の瞼に著
しい欠損、鼻を欠損し著しい機能障害、咀嚼及び言語機能に障害、両耳普通の話声で１
メートル、1耳聴力耳に接して大声他耳普通の話声で1メートル、1耳聴力喪失、神経・
精神・胸腹部臓器障害で相当な程度労務制限、1手母指又は母指以外の 2指喪失、1
手母指を含む2指又は母指以外の 3指の用を全廃、1足第 1足指を含む2指以上喪
失、1足全指の用を全廃、生殖器に著しい障害、外貌に相当な程度の醜状 

10 4,000  2,800  

1眼視力 0.1以下、正面視で複視、咀嚼又は言語機能に障害、歯科補綴14歯以上、両
耳聴力普通の話声で 1メートル、1耳聴力耳に接して大声、1手母指又は母指以外の 2
指の用を全廃、1下肢３センチ以上短縮、1足第 1足指又は他の 4指喪失、1上(下)肢
の 3大関節中の 1関節に著しい障害 

11 2,900  2,030  

両眼球に著しい調節機能障害又は運動障害、両眼瞼に著しい運動障害、1眼瞼に著し
い欠損、歯科補綴10歯以上、両耳聴力小声で１メートル、1耳聴力普通の話声で 40セ
ンチ、脊柱に変形、1手示指、中指又は環指喪失、1足第 1足指を含む2指以上の用を
全廃、胸腹部臓器に障害で労務遂行に相当程度支障 

12 2,100  1,470  

1眼球に著しい調節機能障害又は運動障害、1眼瞼に著しい運動障害、歯科補綴7歯
以上、1耳耳殻大部分欠損、鎖骨・胸骨・肋骨・肩甲骨又は骨盤骨に著しい変形、1上
(下)肢の 3大関節中の 1関節に機能障害、長管骨に変形、1手小指喪失、1手示指・中
指又は環指の用を全廃、1足第 2足指喪失、1足第 2足指を含む2指喪失、1足第 3
足指以下 3指喪失、1足第 1足指又は他の 4指の用を全廃、局部に頑固な神経症状、
外貌に醜状 

13 1,400  980  

1眼視力 0.6以下、1眼に半盲症・視野狭窄・視野変状、正面視以外で複視、両眼の瞼
に一部欠損又は睫はげ、歯科補綴5歯以上、胸腹部臓器障害、1手小指の用を全廃、1
手母指の指骨一部喪失、1下肢１センチ以上短縮、1足第 3足指以下 1又は 2指を喪
失、1足第 2足指の用を全廃、1足第 2足指を含む2指の用を全廃、1足第 3足指以下
の 3指の用を全廃 

14 820  574  
1眼瞼 1部欠損又は睫はげ、歯科補綴3歯以上、1耳聴力小声で１メートル、上(下)肢
露出面に掌大の醜痕、1手母指以外の指の指骨 1部喪失、1手母指以外の指の遠位指
節間関節屈伸不能、1足第 3指以下の 1又は 2指の用を全廃、局部に神経症状 
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Ｑ 17. 修学奨励制度について説明してください。  
 

平成 29年度の募集要項は次のとおりです。 

(１) 出願資格 次の１）、２）のいずれかに該当し、かつ、他の奨学金の給付を受けていない者 

１） 「修学奨励金給付基準」第２条に該当する者 

２） その他特別の事情で学資の支弁が困難な者 

(２) 給付月額 ： ６,０００円 

(３) 採用定員 ： 全県立高校全日制・定時制・通信制各課程 

につき１名、全中等教育学校各１名 

(４) 給付期間 ： 平成 29年 4月から平成30年 3月まで 

(５) 出願方法 ： 校内で奨励生に推薦された者は、修学奨励生願書 

を校長に提出し、校長の修学奨励生推薦書を添えて学校から出願されます。 

               修学奨励金給付基準  

第２条 運営規則第１６条第１項１号に係る対象者は、次の各号に定める者とする。 

（１）県立学校の授業料等の徴収に関する条例施行規則（昭和３３年神奈川県教育委員会規則第７号） 

第８条第１項の規定により授業料等が免除されるもの 

 ① 経済の主体をなしている者が、当該年度中に災害を受けたこと、又は、保護者の死亡、傷病等により、

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定により、保護者等の市町村民税の所得割が51,300円未満と

なる者 

 ② 生活保護法（平成25年法律第144号）に基づく保護を受けている者 

③ 生活保護法に基づく保護を受けている者に準ずる者で、地方税法の規定により市町村民税の所得割を

納付していない者 

（２）① 県立学校の授業料等の徴収に関する条例施行規則第８条第３項の規定により授業料等を免除される者 

  ② 児童福祉法に基づく措置を受け、児童福祉施設に入所している者等 

 

Ｑ 18. 会費減額措置について説明してください。  

 生徒の保護者である会員が「会費減額申請資格基準」に該当するとき、その経済的負担を軽減す

るために、会費の減額を行います。 

平成 28 年度申請者数は 6,897 名（平成 27 年度は 5,179 名で 1,718 名増）でした。 

平成 29 年度は、次のように実施します。 

１ 対象者は会費減額申請資格基準に該当する者で会費減額を申請した者。 

２ 会費減額は生徒 1 人につき会費の 2 分の 1 とする。 

３ 申請は学校を通して行う。 

４ 返金は、原則として、学校の口座に振り込んで返金する。 

会費減額申請資格基準の内容は修学奨励金給付基準第２条の(1)(2)と同じです。 

 

 

 

 

 

 

「減額基準が分かりにくい」 

という声にお応えします。 
「会費減額対象者・早見表」

を作成しました。 

次のページをご覧ください。 

他の奨学金を受けていても 

それが「貸与型」であれば 

出願資格があります。 

この修学奨励金は給付型で、 

返還の必要はありません。 

また、 

 



Ａ－１２ 

 

※「就学支援金を受給」＝「本会の減額対象」ではありません。 

※年収は、夫婦どちらか一方が働き、高校生１人、中学生１人の４人家族の場合の目安 

※上の表の会費減額対象者の他に、児童福祉施設入所者と災害を受けた者を加える。 

 

 

 

 

 

 

家庭の年収 

の目安 ※ 
 250万円未満 

250万円から 

350万円未満 

350万円から 

910万円未満 
910万円以上 

市町村民税 

の所得割 

0円 51,300円    304,200円 

生活保護世帯 非課税世帯    

授業料 
授業料の実質負担なし＜授業料免除ではない＞ 

（就学支援金を受給するため相殺される） 

授業料を負担

する 

奨学給付金 32,300円 

37,400円 

または 

129,700円 

なし 

振興会会費 

会 費 減 額 

全日制（600円） 

定時制（300円） 

通信制（ 90円） 

中等教育（600円）  

保護者が 

死亡・傷病・ 

失職・倒産等

による場合の

み会費減額 

会費減額なし 

全日制（1,200円） 

定時制（ 600円） 

通信制（ 180円） 

中等教育（1,200円）  

年度中に災害を受ける 

会 

費 

減 

額 

入学検定料 免除 

生活保護家庭 

児童福祉施設入所者 

市町村民税の所得割 ０円 

（非課税世帯） 

年度中に保護者が 

死亡･傷病･失職･倒産等 

※見込みの市町村民

税所得割 51,300 円

未満 

１年生 

２・３年生 

Yes 
No 

No 

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes Yes 

会 費 減 額 なし 

※(申請月の前３カ月の平均 

収入)×12＋(賞与) が 

おおよそ 350 万円以下の 

場合に相当 

「奨学給付金」を

受給している 

Yes 

No 

Yes 

No 

※単年度契約なので 

毎年度確認 

全日制 

（600円） 

定時制 

（300円） 

通信制 

（ 90円） 

中等教育 

（600 円） 

 

途中入会 

の場合は 

その半額 

会費減額対象者・早見表 

 


